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経 緯 

 発表者らは，小学校音楽科と社会科とのクロスカ

リキュラム授業として，縄文土器文様の施文の種

類，文様配置などを，音素材や音の配置に変換する

という音楽づくりの試みを行ってきた（第50回大

会発表ほか）。本発表では，歴史系博物館の資料を

用いて，音楽づくりを行うことの意義を検討する。 

プログラムの内容（２～３時間） 

①導入：大形等尺年表，縄文風衣装などで縄文への

関心を高める。 

②縄文を学ぶ：土器の機能，縄文時代の生活・食べ

物，地域の遺跡などを紹介（博物館の場合，展示

室で行う）。 

③土器の観察：地元の土器の現物を借用。現代鍋と

比較，器形・文様構成などの特徴を観察。 

④音探し：土器の特徴的部位に合わせ，縄文時代に

存在した自然素材の中から音素材を選ぶ。 

⑤音楽づくり：土器を根拠（土器の形・文様，文様

構成，土器から連想する縄文の暮らしなど）を発

想の手掛かりとして音楽をつくる。 

⑥発表：作品のコンセプトを紹介し，演奏。他班の

解釈や演奏方法，講師の講評を共有。 

⑦振り返り：参加者アンケートまたはその場で感想

等を共有。 

縄文土器で音楽をつくる意義 

 音楽教育の側からみた場合の本プログラムの最大

の特徴は，縄文土器を用いる点である。可能な限

り，その地域の博物館の協力を得て地元の遺跡で発

掘された実物を使用することとしている。音楽プロ

グラムとしては，何らかのモノを取り上げ、その

形・色・模様などを手掛かりとして音に変換するこ

とができるが，そのモノにはインパクトが必要であ

ろう。その点，地域の遺跡という身近でありつつ，

数千年前の人々が実際に作り使っていたものであ

り，かつ機能性から離れた形態，容易に意味を解釈

できない文様など，想像／創造力を刺激する要素が

多く含まれており，解釈の自由度も高い。 

 他方，博物館側としては，音楽づくりを位置づけ

ていることに大きな特徴がある。明文化されること

は少ないが，歴史系博物館は，歴史事象の理解や研

究の方法，あるいは異文化理解（〇〇文化・時代の

人になったつもりで考えよう），さらには根拠（史

料）や歴史的因果関係にもとづく思考を養うことを

活動の目的とすることが多い。この点，本プログラ

ムは，縄文文化を学び，土器の実物に触れて観察

し，当時の身近な自然素材を扱う中で縄文人の生活

をイメージするという点でこれらの目的を果たして

いるだけでなく，新たに音楽として表現することが

組み込まれている。「より良い未来」「新たな価値の

創造」は，学校教育と同様，現代の博物館にも求め

られており，既に美術館やSTEAM教育を意識した科

学館などでは創造性を育む活動を蓄積しているが，

最も数が多い歴史系博物館での実践例は少ない。そ

の点，音楽づくりは同じ土器をもとにしても様々な

作品が出来上がることから，自己表現・他者との対

話の両者を経験することができるのである。 

＊本研究は科研費20K20851による。

https://researchmap.jp/kousaku-n/jomon-music/ 
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博物館資料（縄⽂⼟器）を⽤いた
⾳楽づくりの試み
―考古学と⾳楽教育の連携２―

中村耕作 （国⽴歴史⺠俗博物館 考古研究系）
早川冨美⼦（國學院⼤學栃⽊短期⼤学 ⼈間教育学科）

実践動画・関連⽂献等はリサーチマップ「中村耕作」の
「科研：縄⽂×⾳楽」のページに掲載

2020〜2022年度 ⽇本学術振興会学術研究助成基⾦ 挑戦的研究(萌芽) 20K20851
縄⽂⼟器⽂様を奏でる：考古学と⾳楽教育の協同による新感覚体験学習プログラムの創出

国⽴歴史⺠俗博物館で縄⽂時代を担当している中村です。
本⽇は前職場である國學院⼤學栃⽊短期⼤学の⾳楽教育の早川と共同で発表いたします。
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本⽇の発表に関わるこれまでの実践動画や報告論⽂についてはこちらの Researchmap のページ
に出してありますのでご参照ください。
https://researchmap.jp/kousaku-n/jomon-music/
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１なぜ縄⽂⼟器×⾳楽なのか？

まずなぜ縄⽂⼟器と⾳楽なのかということについてご説明いたします
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コラボレーションの背景
【パブリックアーケオロジー】
•⼟地に根差した営みとしての考古学の
持つ強い公共性・在地性
•⼀般社会への普及から「活⽤」へ

【活⽤・地域の活性化を重視した
⽂化財保護法・博物館法の改正】

考古学側の事情ですが、考古学資料というのは⼤地から発掘されたものを使いますので、公共
性あるいは地域に根ざしているという特徴があります。
そのため、博物館に飾っておくだけでは、積極的に活⽤していくこと、それも歴史の勉強のた

めというだけではなくて広く様々なレクレーションのために活⽤していくということが近年求め
られております。
近年、⽂化財保護法や博物館法が改正され、活⽤・地域の活性化が盛り込まれたところです。
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博物館・遺跡公園での
縄⽂×⾳楽
•再現楽器（笛・太⿎など）

演奏⽅法はイメージ
•縄⽂をイメージして現代楽器で演奏
•⽂様を五線譜に置き換えた創作例

⇒⼟器に⼿掛かりを求めたら？

博物館や遺跡公園ではこれまでにも「縄⽂まつり」などのイベントで⾳楽が扱われてきました。
１つは、縄⽂や遺跡をテーマとしたイメージソングというものもありますが、もう少し遺跡や遺
物に引きつけてみたものとしては、⼟笛・⽯笛・⼟器太⿎などを再現し、これを演奏するという
⼈たちが何がいらっしゃいます。楽器は縄⽂時代のものかもしれないですが、どのように吹くの
かという部分についてはイメージということになります。しかし、これは考古学的には本当に楽
器であったのかはなかなか検証できないという問題があります。
他に縄⽂時代をイメージして現代楽器で演奏するという⽅々もおられます。
⾯⽩い取り組みとしては、エレキチェロの斎藤幸太郎が⼟器の形や⽂様の形を五線譜に置き換

えて、それを繋げて作曲するというオリジナリティの⾼い活動をされています。

こうしたものはそれぞれ興味深い取り組みだと思うんですけれども、縄⽂時代の⾳楽を「再現
する」のは難しいかと思います。そうすると、考古学者である私の⽴場からは、もう少し資料を
しっかり⾒てほしい、せっかく⾒るのであれば縄⽂⼈が様々な⼯夫を凝らした縄⽂⼟器を使うの
が⾮常に効果的なのではないかと考えた次第です。

※⻫藤幸太郎⽒ http://jomonmusic.com/
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なぜ縄⽂⼟器？
•地域の遺跡という場所の⾝近さ
•数千年前の⼈々が実際に作り使って
いたもの

•機能性から離れた形態
•容易に意味を解釈できない⽂様など
↓

•想像／創造⼒を刺激する要素が多く
含まれる
•解釈の⾃由度も⾼い。

⼟器の⽂様構造
⽂様の描き⽅：沈線・隆帯・
刻み・刺突・突起など
⽂様配置⽅法：上下の⽂様帯、
⼀周の中でのパターン・地紋など地元出⼟の実物を借⽤

今福利恵原図に加筆

なぜ縄⽂⼟器なのかということですけれども、まず縄⽂時代の遺跡での各地にあります。我々
のワークショップは各地の博物館等に協⼒をお願いして実際にその⼟地で出てきたものをお借り
して使っております。数千年前にその地で⽣きていた⼈たちが実際に作り、使っていたという⾝
近なものであるということが⼀つポイントになるかと思います。
縄⽂⼟器は機能性から離れた様々な形・⽂様があり、想像／創造⼒を刺激しますし、解釈の⾃

由度があります。

縄⽂⼟器の⽂様の付け⽅は、様々な⼿法があります。また、この⼟器のように、上下・左右に
⽂様帯が分割されており、⼀定のルールを理解することができます。これが⽂様の構造と呼ばれ
ているものです。
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表現活動交流会
での実践
【考古学・社会科の⽬標】
☑⼟器をじっくりと観察する
☑⽂様のパターンを理解する
（少なくとも種類や単位を理解する）
【⾳楽科の⽬標】
☑⾃然素材で⾳を出してみる
☑「⾳楽を形づくっている要
素」を理解する
【考古学×⾳楽の⽬標】
□「⾳楽を形づくっている要
素」をふまえて表現する

栃⽊市⽴⼩野寺南⼩学校2018年度（中村・早川2021）

〈縄⽂×⾳楽〉ワークショップは、2016年度から⾏っており、最初は遺跡体験発掘の後
に⼟器⽚を⽤いて⾏っていましたが、2018年度からは全体が分かる⼟器を使い、⼟器の⽂
様構造と⾳楽の構造（反復・強弱・呼びかけとこたえなどの⾳楽を形づくっている要素な
ど）を結び付けた活動をしてきました。
この時点では、学習指導要領にあわせて社会科・⾳楽科・考古学×⾳楽科それぞれの⽬標

を設定し、この図にあるように⼟器の⽂様構造はしっかり理解し、個別の⽬標はクリアした
のですが、両者を結び付けた「⾳楽」という点での成果は不⼗分でした。
※20■年度実践報告PDF：https://researchmap.jp/kousaku-
n/published_papers/21494870
※2018年度実践報告PDF：https://researchmap.jp/kousaku-
n/published_papers/32317493
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尼崎市⽴下坂部⼩学校2020年度（中村・早川2022）

そこで、2020年度は⾳楽づくり教育に熱⼼な先⽣に協⼒をお願いし、事前にそうした授業やっていただいた上で我々の
⼟器を持ち込んだワークショップを⾏いました。
動画を少しご覧いただきたいと思います
動画：https://www.youtube.com/watch?v=6Wt1oJk1_3s&t=254s
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⾳としてはきれいな⾳が出た

協⼒できて⾮常に有難い
「これから博物館の活動で、
⼦どもたちに歴史を教える
なかで、新しい視点が持て
たという意味ではとても有
意義な授業だった

「⾳楽づくり」の活動におい
ては、⼟器⽂様から何らかの
発想を得たり、⽂様を楽譜と
⾒⽴てることはあり得るが、
両者の結びつきに、⾳楽的ま
たは考古学的な意味を⾒出
すことは難しい。

遠い存在であった縄⽂⽂化に
主体的に関われた

博物館学芸員 ⾳楽教育研究者

⼟器⽂様の模倣で、
創造性が無い
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